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芽室町教育委員会 



会 議 録 

 

令和３年１０月２７日第１１回芽室町教育委員会会議を芽室町役場２階第７

会議室で開催した。 

 

○開会時間   １５時００分 

 

○閉会時間   １５時１９分 

 

○出席委員   教育長職務代理者          鳥 本 和 宏 

委員                福 井 栄 子 

委員                松 久 大 樹 

        委員                土 井 槙 悟 

 

○欠席委員   なし 

 

○出席職員   教育長               程 野   仁 

教育推進課長            有 澤 勝 昭 

生涯学習課長 日 下 勝 祐 

生涯学習課社会教育係長       村 島 志 津 佳 

生涯学習課スポーツ振興係長     村 上 大 助 

教育推進課教育総務係長       金 須 智 秋 

教育推進課教育推進係長       橋 本   岳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



日程第１ 会議録署名委員の指名 

日程第２ 前会議事録の承認 

日程第３ 教育長報告 

日程第４ 報告第２１号 教育長職務代理者指名の件 

日程第５ 報告第２２号 就学困難な児童生徒に係る就学援助認定の件 

日程第６ 報告第２３号 芽室町奨学金貸付の件（非公開） 

日程第７ 議案第２９号 芽室町文化賞等規則中一部改正の件 

日程第８ 議案第３０号 芽室町スポーツ賞等規則中の件 

 

◎日程第１「会議録署名委員の指名」 

○程野教育長 本日の委員会の出席は５名であり、教育長及び在任委員の過

半数が出席していますので、本日の委員会は有効に成立いたしました。 

   これより、第 11 回教育委員会会議を開会いたします。 

   日程第１「会議録署名委員の指名」について、本会議の会議録署名委員

は、鳥本和宏教育長職務代理者とします。 

 

◎日程第２「前会議録の承認の件」 

○程野教育長 日程第２「前会議録の承認」でありますが、質疑等ございます

か。 

   よろしいですか。 

（「はい」と発する声あり） 

○程野教育長 それでは、前会議録のとおり、承認をいたします。 

 

◎日程第３「教育長の報告の件」 

○程野教育長 日程第３「教育長の報告」について、まず私から一点でありま

すが、来月 11 月から学校の管理職に関する十勝教育局と各教育長との新

年度に係る人事異動協議が始まります。 

   一般職員人事については年明けから協議がスタートするという流れに、

例年どおりなっております。 

   各課から報告お願いします。 

   教育推進課長。 

○有澤教育推進課長 教育推進課所管事業であります。 

   まず 10 月１日、教育委員辞令交付式がございまして、西村委員の退任

に伴い、新たに土井委員が就任されております。10 月 12 日、実行計画 

  理事者ヒアリングにおきまして、教育推進課と生涯学習課の次年度以降

３年間の事業についての審議がありました。 

10 月 22 日、芽室町議会定例会 10 月臨時会議が開催されましたが、教



育委員会からは提案事項はない状況であります。 

   以上です。 

○程野教育長 生涯学習課長。 

○日下生涯学習課長 ２ページです。生涯学習課所管事業ですが、10 月５日、

第２回社会教育委員会会議が開催されております。本日、後ほど議案を提

案させていただきますが、その議案の内容の協議などを行っております。 

   一番下、10 月 27 日の日程ですけれども、柏樹学園、日帰りになります

が、現在、修学旅行を実施しているという状況であります。 

   ３ページですが、コミュニティ・スクールの地域学校協働活動関係につ

いては、記載のとおりであります。 

○程野教育長 それでは、本日、この後の会議は１件の非公開の日程がありま

すので、議事進行において提案説明の前に、今回の決定をお願いします。 

 

◎日程第６「報告第 23 号芽室町奨学金貸付の件」 

○程野教育委員長 日程第６「報告第 23 号芽室町奨学金貸付の件」について

は、芽室町教育委員会会議規則、第 12 条第１項に規定する公開すること

により個人の権利を侵害する恐れのある事項に当たりますので、非公開

としたいと思いますが、よろしいですか。 

（「はい」と発する声あり） 

○程野教育長 では、この件について非公開といたします。 

 

◎日程第４「報告第 21 号教育長職務代理者指名の件」 

○程野教育長 日程第４「報告第 21 号教育長職務代理者の件について」、報

告願います。 

   教育推進課長。 

○有澤教育推進課長 １ページになります。日程第４「報告第 21 号教育長職

務代理者指名の件について」になります。 

   地方教育行政の組織及び運営に関する法律、第 13 条第 2項の規程に基

づき、本年 10 月１日付けで鳥本和宏委員を教育長職務代理者に指名いた

しましたので、御報告させていただきます。 

   以上であります。 

○程野教育長 鳥本和宏教育長職務代理者、よろしくお願いします。 

 

◎日程第５「報告第 22 号就学困難な児童生徒係る就学援助認定の件」 

○程野教育長 日程第５「報告第 22 号就学困難な児童生徒係る就学援助認定

の件」、報告願います。 

   教育推進課長。 



○有澤教育推進課長 ３ページになります。 

   日程第５「報告第 22 号就学困難な児童生徒に係る就学援助認定の件」

についてであります。学校教育法第19条に規程する経済的理由によって、

就学が困難と認められる児童生徒の保護者に対し、要保護及び準要保護

児童生徒認定要領に基づき、必要な援助を行うこととしましたので、報告

いたします。 

   ４ページを御覧ください。 

   令和３年度就学認定総括表であります。令和３年 10 月申請数は 1世帯

で認定となってございます。 

   ５ページの 10 月５日現在での申請世帯は 156 世帯、認定世帯が 140 世

帯、内訳は要保護世帯が 1世帯、準要保護世帯が 119 世帯となっており、

不認定世帯は 16 世帯となっています。ページ中段以下は、各小中学校の

認定者数・不認定者数で、準要保護認定者数につきましては、小学校で 112

名、中学校で 93 名、合わせて 205 名となっており認定率は 12.3％となっ

ております。 

   以上でございます。 

○程野教育長 本件について、質疑等ございますか。 

（「なし」と発する声あり） 

○程野教育長 では、本件について報告のとおり承認いたします。 

 

◎日程第６「報告第 23 号芽室町奨学金貸付の件」（非公開） 

○程野教育長 日程第６「報告第 23 号芽室町奨学金貸付の件」、報告願いま

す。 

以下、非公開 

    

◎日程第７「議案第 29 号芽室町文化賞等規則中一部改正の件」 

○程野教育長 日程第７「議案第29号芽室町文化賞等規則中一部改正の件」、

説明願います。 

   生涯学習課長。 

○日下生涯学習課長 日程第７「議案第29号芽室町文化賞等規則中一部改正」

の件について、御説明申し上げます。 

   資料の 16、17 ページ、新旧対照表を説明させていただきます。また本

日、追加資料としてお手元に配付させていただきました、文化賞等規則改

正の概要というのを御覧ください。それぞれの概要で説明をさせていた

だきたいと思いますけれども、左側が現行規則、右側が改正案であります。

現行規則の小中学生文化賞については、少年文化奨励賞といって十勝規

模での最高位、または全道規模での入賞ということでの賞が設定されて



おります。この賞については、何度でも該当になれば表彰されるというこ

とでありますが、その上位の賞となります少年文化賞、全道規模での最高

位、または全国規模での入賞というのがあるのですけれども、こちらに該

当して受賞された場合には、下位であります奨励賞はもういただけませ

んという仕組みなのですが、これについては改正をいたしませんけれど

も、今申し上げた少年文化賞という最高位の賞については、現行では１回

のみ受賞できる、２回目、該当なった場合は少年文化賞ではなくて、少年

文化特別賞というのをお出ししていたのですが、今回、今年度分からこの

少年文化賞については回数制限を撤廃して、何でも該当になれば受賞で

きるという体制に、仕組みに改めようということで。そうなると少年文化

特別賞というのが必要なくなりますので、これを廃止しようという中身

であります。 

   もう一点は一般のところで、ここの文化賞、先ほどは小中学生でした

から少年文化賞なのですけれども、一般になりますと文化賞です。この全

道規模での最高位、全国規模の入賞以上、ここも１回ということで高校生

については特別要件を設けておりましたが、ここも回数制限をなくして

何度でも受賞できるというふうに改正をしようとするもので、そうなる

と、高校生への配慮というものが必要なくなりますので、高校生と一般の

分けをなくすというような改正にしようという内容であります。それを、

議案の 16、17 ページ、新旧対照表でお示しをしますと、右側、現行覧の

第６条、少年文化特別賞を廃止するということになりますので、その上の

趣旨の第１条、表彰対象の第２条の中に出てくる少年文化特別賞という

文言を削ります。また、第８条の表彰の制限というところで、文化賞の受

賞回数制限を廃止することに伴って、ここの第８条第１項、各号の例外規

定というものを削除させたということになります。 

最後に 17 ページの第 11 条表彰のところで、記念品についての記載で

ありますけれども、ここも但し書きについては必要がなくなるため削除

しようということで、この内容については、今年４月１日に遡って利用す

ることで進め、今月 10 月５日開催の社会教育委員会会議においても協議

をさせていただきました。改正内容について理解を得られたものという

ところでありますし、特段、意見というものはございませんでした。 

以上で、説明を終わります。 

○程野教育長 この件について、追加資料を含めて規則の改正について説明

ございました。全体通して質疑ございますか。 

   教育長職務代理者。 

○鳥本教育長職務代理者 特別賞は過去からあり、今まできた経緯があると

おもうのですが、特別賞について何か問題があってのこういう改定に



至ったのか、何か問題というか声があっての変更なのかを聞かせていた

だけたらなと思います。 

   生涯学習課長。 

○日下生涯学習課長 この後出てきますスポーツ賞も同じことが言えますけ

れども、文化賞・スポーツ賞のこの規則については、平成 28 年に大幅な

見直しがなされているという記録が残ってございまして、なかなか表彰

基準が分かりづらかったということと、複数回の受賞を全てできないよ

うな状況があったものですから、先ほどの文化賞で言いますと、特別賞最

高賞に当たる方が複数回のときに、同じ賞ではないけれども、特別賞とい

う賞を授与しましょうというような整理をしたというふうに記録しては

残っています。 

   今回は、それも改めて最高賞は何度でも受賞できるというような形に

したいという中身です。このきっかけについては昨年の教育委員会会議

の場で、スポーツ賞の受賞にあたって十数年前に受賞された方が昨年、同

じ競技でまた該当になったのだけれども、過去にスポーツ賞を受賞され

ているので、その方については対象とならないという結果をお示しした

ときに、ちょっと見直しを考えたらいいのではないだろかということが

ありました。 

   具体的に言いますと、ソフトボールで十数年前のメンバーの一人だっ

た方が、メンバーの中身は違うのですけれども、去年の大会でまた優勝し

て、その方以外はみんな受賞できたのに、その方は十数年前に受賞されて

いるので今回はこの方だけ対象にならないというものですから、そこは

見直しが必要だろうという議論を経て、社会教育委員会会議でも御説明

させていただいて、本日の提案になっているということであります。 

○程野教育長 よろしいですか。 

○鳥本教育長職務代理者 はい。 

○程野教育長 これまで審査基準が分かりづらい面があったところを今回改

訂し、活躍すれば何回でも受賞できるようにするシステムに変えたとい

うことであります。 

   そのほか、いかがですか。よろしいですか。 

   それでは、本件について原案どおり可決いたします。 

 

◎日程第８「議案第 30 号芽室町スポーツ賞等規則中一部改正の件」 

○程野教育長 日程第８「議案第 30 号芽室町スポーツ賞等規則中一部改正の

件」、説明願います。 

   生涯学習課長。 

○日下生涯学習課長 日程第８「議案第 30 号芽室町スポーツ賞等規則中一部



改正の件」について御説明させていただきます。 

 この件につきましても、議案の 20 ページ、21 ページの新旧対照表を御

覧ください。また本日、お配りした２枚目の資料にスポーツ賞の規則改正

の概要を掲載しております。先ほどの議案第 29 号で説明をさせていただ

きました文化賞と同様の改正内容であります。小中学生でいう少年スポ

ーツ賞の受賞回数制限の廃止、これに伴う特別賞の廃止。それと一般のス

ポーツ賞の受賞回数制限の廃止、これに伴い高校生と一般の区別をなく

すという内容で文化賞と同様であります。こちらについても本年、４月１

日に遡って適用させていただくことでの改正内容の提案でございます。 

 以上で説明を終わります。 

○程野教育長 先ほどの文化賞と同様の改正内容ということであります。 

   質疑はございますか。 

（「なし」と発する声あり） 

○程野教育長 よろしいですか。 

（「はい」と発する声あり） 

○程野教育長 それでは、原案どおり可決いたします。 

   それでは、今後の日程お願いします。 

○金須教育総務係長 今後の日程について説明いたします。 

   11 月５日、金曜日、近い日程になりますが、11 月 10 日の臨時議会に提

案させていただきたい案件がありますので、お集まりいただきたいと思

います。16 時から教育長室の隣の２階応接・会議室で行わせていただき

たいと思います。 

   11 月 24 日、水曜日、16 時からは定例ということで、今日と同じ会場で

教育委員会会議を開催させていただきたいと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

○程野教育長 それでは、以上を持ちまして第 11 回教育委員会会議を終了い

たします。 

   お疲れさまでした。 

 

 

会議録署名  教育長       程 野   仁 

 

会議録署名  教育長職務代理者  鳥 本 和 宏 

 

 

 

 


